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第17回 新潟医療福祉学会学術集会

診療情報管理士試験のコーディング技術の
スキルアップ・プログラム開発に関する研
究 
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【背景・目的】本学医療情報管理学科(以下、本科)の学生

が獲得を目指す資格に診療情報管理士がある。この認定試

験の合格率は全国平均 50%前後で、本科の結果は平成 24
年度 28.0%、25 年度は 77.1%であり CBT 方式(通称

UCAR)の受験対策が効果を上げ、本試験合否結果と

UCAR の正解率との正の関連が判明している。しかし、

UCAR での正解率が高いにもかかわらず不合格者みられ

ることから CBT 方式でスキルアップができないコーディ

ングに問題があり、合格水準に達するためには、より効率

的なコーディング教育が必要と考えられる。 
 
【方法】対象者は本科に在学する学生のうち、すでに診療

情報管理士認定試験に合格した者、及び平成 26 年度受験

予定者 14 名とした。平成 25 年度合格者 13 名は無作為

に 2 群(A・B)に分け、平成 26 年度受験予定者はコントロ

ール群とし下記ステップで行った。 
プログラム A 群：診療情報管理士有資格教員による 60 分

の講義後にコーディング模擬試験実施。 
プログラム B 群：A 群と同一例題で学生間の自由討論に

よる問題解決を 60 分間行った後に模擬試験実施。 
コントロール群：A 群・B 群の学習を行わずに模擬試験の

み実施。模擬試験時間は診療情報管理士認定試験と同様の

90 分とした。 
 なお、本研究は新潟医療福祉大学倫理委員会の承認を受

けた後、対象者に協力を依頼、口頭と書面にて研究内容の

説明を行い同意を得て実施した。 
 
【結果】各プログラムの模擬試験結果の平均点をみると、

A 群は 65.5 点、B 群は 62 点、コントロール群は 59.68 点

という結果であったことから、この平均点を用いてプログ

ラム A 群、プログラム B 群、コントロール群で多重比較

を行い、どのプログラム間に有意な差があるかを調べた。 
その結果、プログラム A 群とプログラム B 群を比べた

場合、P 値が 0.48 となり、有意な差はみられなかったが、

プログラム A 群とコントロール群を比べた場合 P 値が

0.19 となり、有意な差はないものの、有意水準に近い傾向

がみられた。 
また、診療情報管理士認定試験の合格基準が 60 点であ

ることから、模擬試験の結果が 60 点以上の者を合格とし、

60 点未満の者を不合格として分けコクラン・アーミテー

ジ検定を行った結果、片側 P 値が 0.04 の有意な差があり、

プログラム A 群、プログラム B 群、コントロール群の順

で有意な傾向が見られるとともに、プログラム A 群、プ

ログラム B 群、コントロール群の順に、合格率が 83％、

71％、50％と右下がりに減少していく傾向があった。 
 

【考察】本プログラムが不合格者を合格にするためのプロ

グラムであることから、コントロール群よりプログラム B
群、プログラム B 群よりプログラム A 群のほうが効果的

であったということが言え、資格試験対策としては合理性

があると判断された。また、プログラム A 群は、教員によ

る講義で正確なコーディング法が習得できたため、合格率

が高かった。それに対して、プログラム B 群は、グループ

ワークという学生の間だけで行う勉強方法であるため、難

しい問題などはプログラム A 群のように正確なコーディ

ング法が学生間だけでは習得できず、プログラム A 群よ

り合格率が劣ったと考えられる。 
しかし、プログラム A 群、プログラム B 群の合格者及

び不合格者を Fisher の正確確率検定にかけると、プログ

ラム間に有意差はないことから、プログラム A 群、プロ

グラム B 群ともにコーディング法を習得するのに適して

おり、どちらのプログラムも効果的なものであったと考え

られる。 
 
【結論】ICD-10 に基づくコーディングのスキルアップ・

プログラムとしては、模擬試験の平均点で検定を行った結

果、プログラム A 群とプログラム B 群に有意差はなく、

優劣をつけることはできなかった。そこで、診療情報管理

士の合格率に着目すると、プログラム A 群が不合格者を

合格者にするためのプログラムとして、より効果的である

という傾向がみられた。 
プログラム内容を考える際にサンプル数(対象者数)や

対象者、グループ分けを考慮した場合、今回とは異なる結

果が得られたのではないかと推察された。 
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